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1. はじめに
RC-808-PLG は DAW(Digital Audio WorkStation)に RC-808(TR-808の emulator))の機能

を追加するためのプラグインです。

本書では、Mac上で動作する Logic Pro Xへのインストール手順を解説します。

インストールがうまくいかない時は、巻末もご参照ください。

2.準備

Safari で.zip をダウンロードすると、正しく解凍されない場合があります。

そのために RC-808-PLG が正しく動作しないことがあるので、以下の手順で、ダ

ウンロードしてください。

1. まず、無料の APPLE 純正の解凍ソフトウェアを App Store からダウンロード

してください。

https://apps.apple.com/jp/app/the-unarchiver/id425424353?mt=12

2. Safari のディフォルト設定では、zip ファイルをダウンロードすると

自動的に解凍します。 これを回避するために、以下のように設定を

変更してください。

https://apps.apple.com/jp/app/the-unarchiver/id425424353?mt=12
https://apps.apple.com/jp/app/the-unarchiver/id425424353?mt=12


3. 環境設定

Safari を起動し、「Safari」メニューから「環境設定」を選択します。



「一般」タブを選択し、「ダウンロード後、"安全な"ファイルを開く」のチ

ェックボックスの選択を外します。

※今回の作業が終わったら、この設定は元に戻しても構いません。

4. ダウンロード

https://rc-808.comhttps://rc-808.comhttps://rc-808.comhttps://rc-808.com のダウンロード・ページを開き、「Mac Version」ボタンをクリ

ックして、ReCreate-Mac.zip をダウンロードします。

5. 解凍

Finderでアプリケーション・フォルダを開き、The Unarchiverのアイコンを

表示します。



Mac のドックのダウンロードアイコンから ReCreate-Mac.zip を探し、The
Unarchiverのアイコンにドラッグ＆ドロップします。



ダウンロード・フォルダに ReCreate-Macが解凍されます。



3. Logic Pro X用 Pluginのインストール手順
１．Logic Pro Xが起動中であれば、一旦終了します。

2．Finderでダウンロード・フォルダを開きます。

RC-808-PLG フォルダの内容は、

・ Plug-In/RC-808-PLG.component．．．．Logic Pro X用のプラグイン・ファイルです。

・ Plug-In/RC-808-PLG.vst．．．．Cubase用のプラグイン・ファイルです。

・ Prm．．．．RC-808の楽音合成のためのパラメータのフォルダです。

3．プラグイン・ファイルを移動します。

Finderを起動し、「移動」メニュー→「コンピュータ」をクリックします

ハードディスク(デフォルトでは「Macintosh HD」)を開きます。

「ライブラリ」→「Audio」→「Plug-ins」→「Components」フォルダに RC-808-PLG.component

を移動します。

このとき、管理者パスワードを求められることがあるので、そのときは管理者パス

ワードを入力します。



4．Logic Pro Xを起動します。

「新規プロジェクト」で「空のプロジェクト」を選択します。

「選択」をクリックします。

※ 起動時に「開発元を検証できないため開けません」のメッセージが表示された場合は

巻末の参考資料をご覧ください。

5．音源を設定します。

トラック・ウィンドウが開いているので、「ソフトウェア音源」を選択し、音源の

「RC-808-PLG」を選択します。このとき、「モノラル」か「ステレオ」を選択できます。

「作成」をクリックします。



6. RC-808のパネルの起動します。

トラック表示で青く表示されている RC-808-PLG をクリックすると、RC-808のパネル

が呼び出されます。



７．RC-808の楽音合成のためのパラメータ・ファイルを読み込みます。

RC-808-PLG パネルの左上の「FILE」→「Import」をクリックし、 設定ファイル(.allprm

ファイル)を選択します。



フォルダには 1個の allprmファイルと 16個の prmファイルがあります。

このパラメータは RC-808(TR-808の emulator)と同様にエディトできます(RC-808

取扱説明書 参照)。

エディトしたパラメータは図 7の「ユーザーデフォルト」メニューから保存すること

ができます。

8．Logic Pro Xが RC-808-PLG を正しく認識できたか確認する方法

メニューの「Logic Pro X」→「環境設定」→「プラグインマネージャ」をクリックしま

す。

製造元で「AnalogMania」を選びます。

RC-808の項目で、互換性が「検証に成功しました」となっていたら認識されています。



4. Logic Pro X 用 Pluginのアンインストー

ル手順
１．Finderを起動します。

Finderの「移動」メニュー→「コンピュータ」をクリックします

ハードディスク(デフォルトでは「Macintosh HD」)を開きます。

「ライブラリ」→「Audio」→「Plug-ins」→「Components」フォルダの

RC-808-PLG.componentを削除します。

Copyright(C)Copyright(C)Copyright(C)Copyright(C) 2020202020202020 bybybybyAnalogAnalogAnalogAnalog MaMaMaMannnnia.ia.ia.ia.

会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。



（参考資料）

LogicLogicLogicLogic ProProProPro XXXXの起動時に「開発元を検証できないため開けま

せん」のメッセージが表示された場合の対処法
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1. Logic Pro X用プラグインのインストール

手順

Finderを起動し、「移動」メニュー→「コンピュータ」をクリックします

ハードディスク(デフォルトでは「Macintosh HD」)を開きます。

「 /Library/Audio/Plug-ins/Components 」 フ ォ ル ダ に 、 先 ほ ど 解 凍 し た

RC-808-PLG.componentを移動します。

このとき、管理者パスワードを求められることがあるので、そのときは管理者

パスワードを入力します。

Logic Pro Xを起動します。

RC-808-PLG ファイルが正しい場所に置かれていない場合にもこのメッセージ

が表示されますので、一応確認してください。

「OK」をクリックします。



このメッセージが表示された場合は、「Ignore」をクリックします。

「キャンセル」をクリックします。

もう一度同じメッセージが出る場合がありますが、それも「キャンセル」をク

リックします。



Logic Pro X が立ち上がります。

このメッセージが表示された場合は、「OK」をクリックします。

Logic Pro Xを終了します。

アップルメニュー → 「システム環境設定」メニュー → 「セキュリティとプ

ライバシー」をダブルクリックします。



このプラグインが表示されるので「このまま許可」ボタンをクリックし、この

ダイアログを閉じます。

Logic Pro Xを起動します。



このメッセージが出たら「開く」をクリックします。

これで、次回からこのメッセージは表示されなくなります。

Logic Pro Xを終了します。

再び Logic Pro X起動します。



2. インストールできない場合の対処法(ネ

ットでの情報)

◆ キャッシュを削除してみる。

~Library/Cache/AudioUnitCache の com.apple.audiounits.cache を一時的に何処か

に退避して、Macを再起動すると認識できる状態になる場合があるようです。

◆ GrageBandに RC-808-PLGのインストールを試してみる。

GrageBandはMacOSに付属している DAWです。 RC-808-PLGに関しては、

Logic Pro Xと互換性があります。

起動後、「表示」→「」Smart Controlを表示する」で出てくるウィンドウで

「プラグイン」を選び、青いところをクリックしたら「RC-808」が選べます。

あとは、本マニュアルの「"RC-808-PLG.component"は、開発元を検証でき

ないため開けません」の項目以降を実施すれば、インストールできます。

GarageBandへのインストールが成功すると、Logic Pro Xの認識ができた状態

になっている場合があるようです。

◆ インストールを繰り返してみる。

Logic Pro Xはプラグインに変化があると、プラグインをスキャンする

アプリがバックグラウンドで起動するようです。

これが結構時間がかかるようで、プラグインが多い場合は、10分以上

という場合もあるようです。

ネットのユーザーの間では、このアプリがインストールの邪魔をするの

ではないか、と仮説が立てられています。

この理由によりインストールが失敗する場合は、MacOS再起動後に、「1. Logic
Pro X用プラグインのインストール手順」からやり直すとうまくいく場合がある

ようです。



3. RC-808-PLG が正しく認識されているか

確認する方法

「Logic Pro Xメニュー」→ 「システム環境設定」 → 「Plug-in Manager」をダ

ブルクリックします。

RC-808-PLGの項目が"successfully validated"と表示されていても、正しく認識さ

れていない場合があります。

RC-808-PLGを選択して、左下の"Reset & Rescan Selection"をクリックします。



「キャンセル」をクリックします。

もう一度同じメッセージが出る場合がありますが、それも「キャンセル」をク

リックします。

表示されているこのメッセージを閉じます。



これで、RC-808-PLG が認識されていなければ、図のように、"could't be opend"
となります。 その場合は「2. Logic Pro X用プラグインのインストール手順」か

ら実施し直してください。

RC-808-PLGの項目が"successfully validated"と表示されれば、正しく認識されて

います。

Plug-in Managerを終了します。

Logic Pro Xを終了します。

再び Logic Pro X起動します。
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